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☆10月 山下会計事務所 強化月間 （今月特に意識したいコト）☆
「お客様目線を大切に」
お客様が話しやすい関係を築き、相談事を打ち明けていただけるように話を聞く。

指導の際は上から目線にならないように、横目線で伝えていく。

1人のお客様に対し、グループで関わることが多くなってきたので、

それぞれが意識をもって行動していく。

山下会計新聞 10

弊所では相続税申告業務を行っていますが、依頼いただく件数が毎年増加しています。国税庁が発表して
いる「令和5年分 相続税の申告事績の概要」によれば、令和5年中に亡くなられた方のうち、相続税の課税対
象となった方の割合は9.9%（おそよ10人に一人）でした。これは前年の9.6%から0.3ポイント上昇し、過
去最高を更新しています。理由として、上場株価や不動産価格（都心部中心）が上昇していることや、団塊
の世代（高度経済成長・高金利時代を経験）の相続が増加していることが考えられます。被相続人1人当たり
の状況は、都心部と地方で大きく違うと考えられますが、平均すると 課税価格: 1億3,891万円 税額:
1,930万円 となっています。
申告業務の時に大切にしている基本姿勢
相続税の申告は、多くの方にとって一生に一度あるかないかの経験です。ですので、相続が発生すると、

何から始めればいいのか分からず、不安な気持ちを抱えるご家族がほとんどです。だからこそ、単に数字を
計算するだけではなく、被相続人・相続人のおもいに寄り添い、丁寧に仕事を進めることを大切にしていま
す。その上で、目先の税額だけではなく、次の世代の相続税負担なども考慮した対策などを提案しています。
相続の現場で起こりうること
相続の現場では、同じようなケースは一切なく、ご家庭ごとに全く異なる物語があります。兄弟姉妹が助

け合い、親の介護にも力を合わせてきたご家庭では、相続が始まっても自然と協力体制が整い、気持ちが一
致します。このようなケースでは、遺産分割協議も円滑に進み、申告までの道筋も問題なく進みます。一方
で、相続人同士の関係が必ずしも良好でない場合や、遺言が残されていない場合には、協議が難航すること
も少なくありません。生前にあの人は財産を多く受けていた、自分が多く世話をしたのだから取り分を厚く
してほしい、等々、意見がぶつかり合うこともあります。申告期限は10カ月と決まっていますので、何度も
打ち合せを行いながら、冷静に事実と数字を整理しつつ、関係者一人ひとりの思いを受け止め、配慮して、
丁寧に仕事を進めています。

相続税の申告業務が増加しています。

税理士試験が近づいてきました
令和6年8月6日〜8月8日の3日間の税理士試験が近づいてきました。弊所でも多くのメンバーが挑戦します。多く
の時間を勉強に費やし、挑戦できるのは1年に1回のみ。ですが皆同じ条件です、そして自分自身との闘いです。
私は今でも暑い時期になると、寝ているときに勉強時代を思い出し、うなされます（笑）
会計・税務のプロとして、インプットし続けることは必須です。結果が良ければ最高、ダメでも大きな意味があり
ます。残り１月と少しです、頑張っていきましょう︕︕

島津 2022年1月入社

9月1日は防災の日です。これは1923年の関東大震災
を教訓に、災害への備えを見直す日として定められま
した。最近では、地震や集中豪雨などが頻発しており、
私たちは、災害がいつ起こるか分からない現実と向き
合い、日頃から準備をしておく必要があります。

ハザードマップの確認、非常食の備蓄、家族との連絡
方法の共有など、小さな行動が命を守ります。

私個人としてはローリングストックを実施しておりま
す。日常的に使う食品や日用品を少し多めに備蓄し、
使った分を定期的に買い足すことで、常に一定量の備
蓄を保つ方法で、気軽に取り組むことができます。防
災の日をきっかけに、改めて自分と大切な人を守る準
備を始めましょう。

仕事中・仕事外 マイブーム、感動したこと、笑ったこと、
学んだこと、うれしかったこと、悲しかったこときょうのひとこと①



所 2022年3月入社

最近、AIを使ったプログラミングについて個
人で色々と試してみています。
これまでの相談では、業務で使えるような
ちょっとしたコードをAIに作ってもらったり、
データ整理を自動化する仕組みを検討したり
と実用的なアイデアがいくつか出てきました。
専門的な知識が無くてもAIが補ってくれるの
で、想像以上にスムーズに形になるのが面白
い所です。
身近な業務改善のヒントになるかと思うので、
「こんな事もできそうだな」と思ったら気軽
に試してみるのがおすすめです。

岩佐 2022年6月入社

事務所の研修旅行で日本で２０年ぶりの開催と
なる大阪万博へ行ってきました。
そもそも万博とは何かを自身でも考える機会に
なりました。
教育を主たる目的とした博覧会で、新しい技術
や文化、芸術などを体験し、
人々が達成した進歩や将来の展望を見る機会と
なるそうです。また、国際交流を深め、経済や
技術の進展を図り、SDGsのような地球規模の
課題解決に向けたアイデアや技術を集め、発信
する役割も担っているそうです。
あまりの人の多さに、パビリオンへの入場はで
きませんでしたが、パビリオン建築のクオリ
ティはかなり高く、また、大屋根リングの規模
も想像以上のもので、一周回るだけでも本当に
貴重な経験になりました。
必ず一度は行きたいと思っていたので、研修と
いう形で参加させていただけて良かったなと思
います。

萩本 2022年9月入社

夕飯に牛丼を作った時のことです。
長男に自分の分を盛り付けてもらったら、具の4
分の３をもっていかれました。
4人家族です。
今更戻してとは言えないので、夫には残りの牛
肉ほぼ全部とつゆだくで。
次男はお肉が苦手なので残り少しのお肉と玉ね
ぎ多めで。
最後に私は残りの玉ねぎとつゆだくでいただき
ました。。
別の日、夫の酒のアテに用意したはずの刺身が、
兄弟に秒で一切れも残らず食べられました。
この物価高で食べ盛りの兄弟がいると我が家の
エンゲル係数はどんどん高くなるばかりなので、
今後はかさ増しレシピを覚えて乗り切ろうと思
います。

櫻間 2023年3月入社

今年も例年以上の暑さにぐったりする日が続き
ましたが、9月の中頃から少しずつ落ち着いてき
たように感じ、ほっとしています。暑さの原因
かと思っていた黒潮の大蛇行は、7年9か月続い
た末に今年4月に終息したと発表され、「これで
涼しくなるかも」と期待していました。でも実
際は気温よりも天気に影響する現象で、しかも
関東や東海が中心とのこと。関西では黒潮が沿
岸に近づくことで暑さや雨量が増す可能性もあ
るそうです。最近の涼しさは一時的なもので、
今後の気候変化に備えて、体調管理や住環境の
工夫、暑さ対策を意識した日々の過ごし方を見
直していくことが大切だと感じました。気象の
知識を深めることも、快適な暮らしへの第一歩
になるかもしれません。

きょうのひとこと②
仕事中・仕事外 マイブーム、感動したこと、笑ったこと、
学んだこと、うれしかったこと、悲しかったこと
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